青明舎　　フェイスシート

平成21年1月19日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　　種本　サハ　様　　　　　　男・女　　　　昭和　15年　　5月　2日生（68歳）

	
	〒住　所　　八戸市田面木赤坂40-16　　　　　　　　　　　　電話　0178-23-4189

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	（昭和40年）25歳頃
	罹 患 期 間
	約42年

	
	入院回数
	4回
	延べ入院年数
	約13年

	医療機関
	　　　青南病院病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	週一回（火曜日）

	医療区分
	生保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	―
	精神保健福祉手帳

２級

	経済状況
	年金
	生活保護　　（月額約9.5万円）※冬季加算11月～3月までプラス2万円

	
	その他
	

	障害程度区分
	
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイナイトケア（月～金）

	住まいの場
	グループホームあおぞら

	登録年月日
	H　16年　6月　5日
	身長
	144cm
	体重
	54kg

	最終学歴
	南部中学校
	免許・資格
	

	職　歴
	呉服店、缶詰工場、電気製品工場

	保　護　者
	氏名
	種本　涼子　様
	続柄　　兄嫁　　（同居　・否）

	
	住所
	三戸郡南部町大字大向字泉山道25-7
	電話　0179-23-6319

	利用目的

・生活で困った時の相談場所として利用する。

	入院・治療歴

①昭和40年12月1日～昭和41年1月27日 （青南病院：入院）

②昭和43年5月22日～昭和43年11月30日（青南病院：入院）

③昭和50年11月20日～昭和62年7月10日（青南病院：入院）

④平成15年11月19日～平成16年5月31日（青南病院：入院）

⑤平成16年5月31日～（青南病院：外来）

	生活歴

南部町にて同胞7名の第5子として出生。南部中学校卒業後は父の紹介で三戸町にある呉服店に勤める。しかし仕事が合わず1年で退職し、その後は家事手伝い(天理教の仕事・炭焼き等)を8年ほど行っている。その後地元の缶詰工場へ勤務する。昭和40年（25歳時）、恋人ができるが失恋し、工場も半年程で退職する。その頃より不眠・情動興奮・器物破損などの症状が出現し、昭和40年12月1日当院受診し入院となる（～昭和41年1月27日）。

退院後、上京し家電製品の工場に勤めるが交際のあった相手が忘れられず1年で帰郷する。外来通院・服薬は中断となっており、妄想等の症状や母親を棒で殴って自分も死のうとするなど行動が出現し、昭和43年5月22日当院2回目の入院となる(～昭和43年11月30日)。その後、食品加工工場に勤めるが再び治療中断となり幻覚・妄想・無為自閉・独語・空笑等の症状再燃により昭和50年11月20日当院3回目の入院となる。昭和62年7月10日退院後、就労訓練・社会性の回復を目的に社会復帰援護住居「いちい荘」へ入居となる。社会適応訓練実施。平成9年生活訓練施設青山荘へ入所。社会適応訓練終了後は長島センイ・三八五フーズ等でパート勤務を行っていた。平成11年8月31日青山荘退所し、同年9月8日にグループホーム「あおぞら」に入居。同10月1日には共同作業所うみねこ幸房へ通所開始となる。時折身体的訴えや疲労感等訴えていたが継続して通院加療を行い、地域生活支援センター、訪問看護等の社会資源を利用していた。

平成15年11月に入り、膝の痛みを訴えるようになる。八戸赤十字病院整形外科・八戸整形外科を受診し、血検・尿検・レントゲン・MRI等実施するが検査異常はみられなかった。しかし、グループホームでは四つん這いで移動し排泄も洗面器で行うという状態となる。他入居者・施設職員への依存も強いことからグループホームでの対応が困難となり、平成15年11月19日当院受診し相談。本人入院加療希望したことから同日任意入院となる。平成16年5月31日に同院を退院し、グループホームあおぞらに入居する。

	[image: image1.bmp]【家族】
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

生活費についてはすべて本人が管理をしており、銀行からの引き下ろしも必要に応じて行っている。

家族について、現在連絡を取っているのは、保護者である京子氏のみ。実家を継いだ兄は亡くなっており、兄嫁が実家の事を行っている。実家は天理教の教会であり、本人は毎月1回はお金を送金している。グループホームへ入所してからは、家族の訪問や面会はなく、本人から月に1度程度電話を入れており、近況や体調等について話はしている。

正月・お盆も帰省することなく、グループホームで過ごしている。


平成21年1月19日（月）馬渡　道伸

	氏　名
	種本　サハ　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　15年　5月　2日　（68歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を維持し無理なく継続していく。


	これまでの経過　（H20年4月21日）

	【前回問題点】

①GHの対人関係

対人トラブルや金銭トラブルについては、本人からの訴えはなく第3者からの報告などにより職員へ伝わる状態である。その為、本人へはトラブルがある際には、必ず青明舎へ相談するように伝えている。

②体調不良時

体調不良時には、デイナイトケアを連続で休む事があり、その際は連絡を入れずに休むことがある為、休む際には必ず連絡を入れるように伝えている。

【最近の様子】

H20年12月末からH21年1月に掛けて、風邪をひきデイナイトケアを連日休む事があった。青明舎で訪問すると、特に体調が悪い様子は伺えず表情も良いが、体調について尋ねると、「年末に風邪をひいて、正月はどこにも行けずGHにいました。風邪は7･8割治ったが、もう少し休めば完全に良くなりますので。デイナイトスタッフには16日から行くことを伝えています。」と話している。体調不良でデイナイトケアを休む際には病院受診を行うように伝えている。

体調不良となると、他者に対しての被害的発言が増加する。また、関係機関への連絡を行う際には一方的に話しデイナイトケアを欠席することがある。生活リズムについては、心身の状態によって左右されることがり「GHの中での当番作業や洗濯は調子が良い時にやらないと、その時調子が悪くてできないこともある。」と言い、深夜や早朝に洗濯や掃除を行い、他入居者から不満が聞かれることがある。青明舎訪問の際には「ある一人の人とはどうしてもうまくやっていけない。」と話す。理由としては、普段から本人の行動に対して不満をぶつけてきてトラブルになることや、金銭要求等もある。「ほんとは、みんなで仲良くやっていきたいんだけど、あの人はいつもあんな感じだからどうしようもない。」と特定人物に対しての不満を話す。以前はGHの特定人物から洗濯物の中にちり紙を入れられたことや、金銭のトラブル等があるが、本人から話すことは殆どなく訪問の際には本人の自室で個別に話を聞いている。


	問題点
	介入の仕方
	支援期間

	・対人関係について

(金銭トラブル)
	・本人が相談しやすい環境を作る。

・対人関係によるストレスを為込まないように、本人と定的に面談を実施しアドバイスを行う。

・関係機関と情報を共有し本人の状況を把握する。

・トラブルになった際の関係機関の役割分担を行う。
	6ヶ月

	・体調不良時について
	・体調不良時には、まず青明舎に連絡を入れ、必要に応じて病院受診をしてもらう。

・体調不良に伴い他者への被害的発言が増える為、訪問しその都度対応する。

・デイナイトケアを休む際には連絡を入れること、また、日中を何処で過ごすかを伝えるようにしてもらう。

・関係機関との情報共有方法について検討・調整を行う。
	6ヶ月


プラン計画者　氏名：　馬渡　道伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　

（64歳）





（76歳）





（72歳）





（74歳）





涼子（65歳　南部町在住）





（本人68歳）








